発起人の皆さま
 

この度、「韓国併合」100年市民ネットワーク（仮称）の発起人を快く受諾していただき、本当にありがとうございました。これから共に、「韓国併合」100年の2010年に向かって、「反省と和解の市民宣言運動」を力強く展開していきたいと思います。

２年後の2010年８月29日は、大日本帝国が大韓帝国を植民地にした100年にあたります。「反省と和解の市民宣言運動」は、この日を座して待つのではなく、まず、日本人が過去の歴史を直視し、朝鮮半島を始め、アジアの人々に行ってきた植民地支配・戦争犯罪の責任を反省するとともに、積み残された諸問題の解決（事実の解明と国や企業の謝罪・補償など）に努めることを宣言して、日本人の良心の声を、朝鮮半島と在日コリアンの皆様へ伝え、心からの和解を求め、この日を日本と朝鮮半島のすべての市民が協力して、アジアの平和創造、民主主義と人権を発展させる連帯の日に変えてしまおう、という構想です。
　

日本社会からこのような声を発信できれば、韓国の市民運動・市民社会も必ずその声に応えてくれると確信しています。そして、日本が引き起こした誤った歴史を二度と繰り返さないことを誓い、まず、日本と韓国に生きるすべての市民が相互に交流して、東アジアの平和・民主主義・人権のために連帯できたら、どんなにすばらしいことでしょう。
この運動は、1948年国連総会で採択され、今年で60年を迎える「世界人権宣言」前文の「人類共同体のすべての構成員の固有の尊厳と、平等で譲ることのできない権利とを承認することは、世界における自由、正義および平和の基礎であるので、人権の無視及び軽侮が、人類の良心を踏みにじった野蛮行為をもたらし、言論および信仰の自由が受けられ、恐怖および欠乏のない世界の到来が、一般の人々の最高の願望として宣言されたので……すべての人民とすべての国とが達成すべき共通の基準として、この人権宣言を公布する」という精神に基づくものです。
この運動は、日本国憲法前文の「われらは、平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際社会において、名誉ある地位を占めたいと思ふ。われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利を有することを確認する」という理念を具体的に実現していく運動でもあります。
また、この運動は、思想・信条、立場を超えて、「反省と和解」を願う人ならば、誰でも参加できる、開かれた運動にしなければなりません。皆様が現在行っている、多様な運動・活動を相互に紹介し合い、連絡をとり、支援し合う、理解と信頼の関係が作られることを願ってやみません。さらに、それぞれの運動を尊重し合いながら、全体としての統一した、具体的な行動プログラムをどう作っていくのか。これについては、私たち発起人全体の討論で具体化していきたいと思います。
この運動の成功の第一関門は、10月25日（土）の設立総会までの数ヵ月に、どれだけの深まりと広がりを確保するかにかかっています。しっかりとした主張をもった広範な核を作ることです。
１．運動の具体化に向けた討論への積極的な参加と提案（深まり）

２．発起人・発起団体集めへの積極的な協力（広がり）

設立総会まで、この２つの点への積極的なご協力をぜひお願いします。
１．討論の深化のために
添付ファイルの「反省と和解のための市民宣言文（起草委員会案）」について、ご検討

くださり、ご意見等を事務局メール nikkan100net@hotmail.co.jp　のほうへ送ってください。集まったご意見については、一週間ほどで、「主張とその理由」を簡単にまとめてＭＬへアップさせていただきます。起草委員会では10月14日、同委員会を開き、ご意見等を十分考慮して、最終案を作り、総会に提案する予定となっています。なお、参考までに、戸塚起草委員長の「市民宣言起草経過」も合わせて添付いたします。ぜひお読みください。
 つぎに、「行動綱領案」です。「市民宣言文」の精神に基づき、各自、展開したい具体的行動を書き並べるものです。つまり各自の事業計画書なのです。この「行動綱領」は、「韓国併合」100年市民ネットワークの発起人およびの将来の賛同人に広く開かれたものです。各自、関心事に沿って、提起し実行することを書き加えていきます。
　起草委員会では最初、共通の行動綱領（プラン）を作成しようとも思いましたが、いろいろな人および運動が集まる中で、「これをやりましょう」と指定して提示すること、それは難しいことに気づきました。そもそもこの100年ネットは、それぞれがやっていること、あるいは、やっていきたいことをどうぞやってください。ただし、ばらばらでは社会的に見えないので、「市民宣言文」の大きな屋根の下で、情報交換をしながら、ゆるやかに連係しながら、それぞれの仕事をやりましょう。ということで始まったと思います。
 もちろん多数が同意する仕事については、共通の課題として取り組む必要があります。
たとえば、津々浦々で「歴史写真展」「ミニ学習会」を誘致してもらって、歴史を「知る責任」を実行するといったものは、多数の同意を得られやすいかも知れません。
 なお、「行動綱領案」を開けますと、１から15まですでに書かれているものをご覧になれると思います。これは２名の起草委員の「個人的な」意見をまとめたもので、「白紙で出すのもちょっと」という気持ちで書き入れてみたものです。
　「○○をする」「○○を支援する」といった形で、具体的に書いてください（抽象的な書き方でももちろんいいです）。
　たとえば、児童図書館で「朝鮮の昔話の読み聞かせ会」を実現する。
　日韓のサイクリング同好会を結んで、共に○○から○○まで走る。
といった「より穏健な文化的なもの」から、「より政治的で、トラブルの多そうなもの」まで。これも事務局メールへ送ってください。週でまとめてアップしますし、10月14日以降、起草委員会で清書して総会に提出することにします。斬新なアイデア、みんなを一つにし、感動を与えることができるアイデアがたくさん集まるようよろしくお願いします。
２．発起人の拡大について
 　新しい発起人をどんどん募っていただきたいと思います。この運動に理解のある方ならどなたも歓迎です。（なにしろ設立総会の会場となる龍谷大学の教室は最大700名収容の大教室です。）
１）日本中の日韓・日朝友好・連帯運動、植民地支配責任、在日外国人の諸権利運動にかかわって、発言してきた個人およびさまざまな団体に重点的に呼びかけてください。
２）日本中の平和・人権・憲法擁護・宗教・文化芸術その他社会運動にかかわって、発言してきた個人およびさまざまな団体に積極的に呼びかけてください。
３）市民運動・社会運動の経験が特になくても、植民地支配責任の清算、隣国との文化交流に理解を示す知人・友人に広く呼びかけてください。
新しい発起人受諾者には、nikkan100net@hotmail.co.jpへ氏名、住所、電話、メールアドレス、表記希望の肩書と紹介者の氏名とともに、できれば、参加の弁も含めて、お書きの上、登録するようお願いしてください。発起人受諾のメールが来ると、すぐに受諾確認の返信をさせていただきます。
最後となりますが、郵便振替口座のご案内です。

口座番号    00970-4-142241
口座名称　「韓国併合」100年市民ネットワーク
なお、振込みに際して、振込み人側の手数料負担です。カンパ金額については「発起人依頼文」に書いてあるものを一つの目安にし、各自でご判断願います。
発起人を快諾してくださいましたこと、感謝いたしますとともに、以上の点へのご協力よろしくお願いいたします。
残暑が続いていますが、お体を大事にしてください。
「韓国併合」100年市民ネットワーク（仮称）発起準備委員一同
